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三角形ABCにおいて，辺ABをm : nに内分する点を P, 辺ACを n : mに内分

する点を Q. 辺 BCの中点をMとする。ただし，m > 0 , n > 0 とする。
−−→
AB =

→
a ,

−−→
AC =

→
b とおくとき，以下の設問に答えよ。

なお，(1)～ (3)の設問の答えは指定欄にそれぞれ記入し，それらの導出過程と (4)

の解答は枠内に簡潔に記入すること。

(1)
−−→
AMを

→
a,

→
b を用いて表せ。

(2) 線分AMと PQの交点を Rとするとき，
−−→
ARを

→
a,

→
b , m, nを用いて表せ。

(3) AR
AM

を m, nを用いて表せ。

(4) 線分 PQが三角形ABCの重心を通らないことを示せ。
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